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静岡大学国際連携推進機構紀要　第4号　年次報告

全学教育科目

案野　香子／袴田　麻里

留学生科目（選択科目）として、令和2年度後期は両キャンパスで1年生向けに日本語
Ⅲ・Ⅳ、2年生向けに日本語Ⅵ、そして静岡キャンパスでは日本事情が開講された（浜松
キャンパスは前期に開講）。日本事情は留学生科目だが、教育効果を考慮し、平成25年度
より学際科目として日本人学生の履修を認めている。学際科目に読み替えられるため、2
年生の学際科目の枠の中で開講されるが、浜松では1年時に日本人学生と知り合うきっか
けにするために、1年次の開講となっている。日本語・日本事情科目は選択科目であるが、
日本語Ⅲについては日本語力が基準を超えていると判断された場合以外は、原則として受
講することとなっている。

令和2年度後期受講生数

科 目 名 必修・選択の別 受講対象
学年

受講生数
（静岡キャンパス）

受講生数
（浜松キャンパス）

日本語Ⅲ 選択 1年 　　17名（教） 3名

日本語Ⅳ 選択 1年 19名 15名

日本語Ⅵ 選択 2年 5名（非） 8名

日本事情 選択 2年 7名 ―

日本人3名

＊「教」は教育学部教員が、「非」は非常勤講師が担当


